
家庭の教育力の低下について

問２３　最近の家庭教育力の低下について
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全くそのとおりだと思う ある程度そう思う どちらともいえない

あまり　そうは　思わない 全く　　そうは　思わない わからない・無回答
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約７割の親が家庭の教育力が低下していると実感

資料：文部科学省委託「家庭の教育力再生に関する調査研究」（平成1３年度）

調査対象：子どもと同居する親のうち、２５～３４歳の男女３，８５９人

１）単純集計



問 ２ ３　 家 庭 の 教 育 力 が 低 下 し て い る 理 由 （す べ て 回 答 ）
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子 どもに 対 し て 、 過 保 護 、 甘 や か せ す ぎ や 過 干 渉 な 親 の 増 加

テ レ ビ 、 映 画 、 雑 誌 な どが 子 どもに及 ぼ し て い る 悪 い 影 響

子 どもに 対 す る し つ け や 教 育 の 仕 方 が わ か らな い 親 の 増 加

子 ど もに 対 す る し つ け や 教 育 に 無 関 心 な 親 の 増 加

学 校 や 塾 な ど外 部 の 教 育 機 関 に 対 す る し つ け や 教 育 の 依 存

父 親 の 存 在 感 の 低 下

子 どもに 対 する し つ け や 教 育 に 自 信 を持 て な い 親 の 増 加

子 どもを、 親 以 外 の 大 人 （ 祖 父 母 、 近 所 の 人 ） と ふ れ あ わ せ る
機 会 の 不 足

子 ど もに 対 す る し つ け や 教 育 に つ い て 明 確 な 方 針 を持 た な い
親 の 増 加

親 子 が ふ れ あ い 、 共 に行 動 す る 機 会 の 不 足

職 業 をもつ 母 親 や 家 庭 外 で 活 動 す る 母 親 の 増 加

家 族 一 人 一 人 の 個 人 主 義 化

子 どもに い ろ い ろ な 体 験 をさ せ る 機 会 の 不 足

子 どもに 対 す る し つ け や 教 育 に つ い て の 相 談 相 手 の 不 足

親 に 対 す る 子 どもの 信 頼 感 の 低 下

子 どもを、 兄 弟 ･姉 妹 、 友 人 な どの 間 で 互 い に 励 ま し 競 い 合 わ
せ る 機 会 の 不 足

子 ど もが 、 働 く 親 の 姿 を知 る 機 会 の 不 足

そ の 他

特 に な い

わ か らな い ・無 回 答

％

第１位は「子どもに対して、過保護、甘やかせすぎや過干渉な親の増加」

資料：文部科学省委託「家庭の教育力再生に関する調査研究」（平成1３年度）

調査対象：子どもと同居する親のうち、２５～３４歳の男女３，８５９人

２）家庭の教育力が低下している理由



資料：内閣府「社会意識に関する世論調査」
調査対象：全国20歳以上の男女10,000人

子育てに対する思い

子育てを「楽しいと感じることが多い」人は約半数（４９．３％）

「子育てを楽しいと感じるか、辛いと感じるか」



A：子育ては楽しい B：子育てはつらい

資料：厚生労働省委託「子育てに関する意識調査」（平成15年度）
調査対象：子育て層1,244人（母親625人、父親619人）、子どものいない層（18歳以上の男女）836人

中高生層（中学生・高校生の男女）420人、中高年層（50歳代・60歳代の男女）422人

子どもとの接触経験が多い層ほどより「楽しい」イメージを持つ傾向

子育てに対するイメージ
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町内会や子ども会の活動

子どもを含めたサークルやボ
ランティア活動

学校の授業や行事

親戚の子どもと遊んだりする

近所の子どもと遊んだりする

その他

ふれあう機会はない

不明

中・高校生が小さな子どもとふれ合う機会

小さな子どもとふれあう合う機会がない中・高校生が６６．１％

資料：ＵＦＪ総合研究所 「子育て支援策等に関する調査研究」（平成１５年）

調査対象：中学生及び高校生1,200人
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日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン

父　親 母　親

父親が子どもと接する時間と悩み

日本の父親は、1日平均３．１時間しか子どもと一緒に過ごしていない
（父親と母親の接触時間の差が4時間台と大きい）

資料：（独）国立女性教育会館「家庭教育に関する国際比較調査報告書」（平成16年度・17年度）

日　本 韓　国 タ　イ アメリカ フランス スウェーデン
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○父親が子どもと接する時間（国際比較） ○「子どもと接する時間が短い」
と考える父親の割合（国際比較）
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ほとんど食べない 週に３～４日食べない
週に１～２日食べない 毎日食べている

小学生

毎日食べている

資料：文部科学省委嘱「義務教育に関する意識調査」（平成17年度）
調査対象：全国の小中学生・保護者等 ３６，０００名

毎日食べている

中学生 食べないことがある ２２％

食べないことがある １５％

多くの小中学生が朝ごはんを食べていない

小・中学生の朝食摂取の割合
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71% 29%

10時以降に就寝10時前に就寝

就学前の幼児における就寝時刻

約3割の幼児が夜１０時に以降に就寝

資料：ベネッセ教育研究開発センター「第3回幼児の生活アンケート」 （平成１７年）
調査対象：首都圏の1,5歳～6歳の幼児を持つ保護者 ２，９８０人
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